
平成２３年２月２３日

霧島山（新燃岳）土砂災害対応現地連絡会（２月２３日）議事概要

霧島山(新燃岳)土砂災害対応現地連絡会を関係機関連携のもとに実施して

います。２月２３日の議事概要についてお知らせします。

問 い 合 わ せ 先

宮崎河川国道事務所 調査第一課長 植西

代表 ０９８５－２４－８２２１

県土整備部 砂防課 課長補佐 神高

代表 ０９８５－２６－７１８７

都城市 総務部 部長 二見

代表 ０９８６－２３－２１１１

高原町役場 総務課 課長 横山

代表 ０９８４－４２－２１１１

記 者 発 表 資 料



- 1 -

霧島山(新燃岳)土砂災害対応現地連絡会（２月２３日）

１．日 時：平成２３年２月２３日(水) ９時００分～９時２５分

２．場 所：国土交通省 宮崎河川国道事務所 ２Ｆ 防災室

３．参加者：

（宮崎県）県土整備部 砂防課他 ２名

（都城市）１名 テレビ会議で参加

（高原町）１名 テレビ会議で参加

（国土交通省）宮崎河川国道事務所 所長他 ７名

４．内 容

（１）コアメンバー会議（第１回 （２月２２日（火 ）について） ）

・昨日のコア会議では、火山レベルの考え方を提示

・避難計画策定の考え方等を提示

・避難基準について、明日のコアメンバー会議でもう少し詳しく説明して欲しい

［都城市］

・明日のコアメンバー会議終了後、雨量基準について都城市・高原町と打合せを

したい

（２）地元説明会について

・①都城市「新燃岳噴火に関する地元説明会」

日時：２月２３日（水 （ ～）） 18:00
場所：西岳地区公民館

・②高原町「防災講演会の開催について」

日時：２月２４日（木 （ ～ ）） 19:00 21:00
場所：総合保健福祉センターほほえみ館 神武ホール

・本日７時の気象台の予報では、１８時以降の時間最大の予想が５ｍｍとなって

おり、地元説明会開催の有無も含め検討したい［都城市］

（３）土石流対策について

［国交省］

・高原町内での除石工事は、２月中に完了見込み。

・都城市内の５件の工事については、順次、除石工事、根固ブロックの工事に着

手しているところ。

（４）ヘリコプター調査について

［高原町］

・本日１０時と１３時の２回搭乗予定

（５）水質調査結果について

［国交省］

・ＰＨ、ＳＳについて、現在問題無し

・今後も継続調査を実施し、結果については、九州地方整備局のＨＰに掲載



宮崎河川国道事務所の対応状況について 
平成２３年２月２３日 ９時現在 

 
    
１．観測体制 
 ①カメラ  設置中のカメラ １９台  

１）新燃岳観測 ６台  
東から  砂防出張所 ２台（可視、赤外線） 
南から  霧島ハイツ ２台（可視、赤外線） 
西から  移動Ｋｕ－ＳＡＴ（牧園町） 
北から  えびの市から（川内川の河川監視カメラ） 

   ２）河川監視 １３台 
 

 ②土石流センサー  設置済み ９カ所 
 
③雨量計  国交省、宮崎県、気象台 計２５カ所（観測可能箇所は 24 カ所） 
     雨の予報前には、灰の状態を保守点検 
 

２．危険渓流の降雨後調査 
３５渓流のうち、１４渓流を国が点検。２１渓流を県が点検。 

 
３．土石流対策工事 
①土嚢 作成済み 1,000 個（257 個使用済み） 
 
②砂防工事  ※２／２２ １７時現在 
    除石工事 ５河川 ８箇所 高崎川流域（高千穂、祓川） 

庄内川流域（荒川内、荒襲、折田代）、 

計 54,500 m３ ダンプ 約 11,000 台分 
  高原町内 ３カ所 18,155ｍ3／24,500m3 （74％） 
  都城市内 ５カ所  2,520ｍ3／30,000m3 （ 8％） 

 
４．降灰除去  
 ①直轄国道対応 85km 約２３００m3（ダンプ 約４６０台分）処理 

 
 ②機械の派遣  県、市町村に派遣している車両 現在 ４２台 

・ 清掃車 ２３台 
・ 散水車 １９台  

           宮崎県の要請、６０台に対して、７２台確保済み 
（清掃車 32 台、 散水車 40 台） 


